
 

日本賃貸住宅管理協会では、地域ごとに分かれ、各支部ごとの活動を進めている。 

中でも日本賃貸住宅管理協会 京都支部は外国人留学生の受け入れに積極的だ。 

他団体と積極的に手を組み、活動している京都支部の動きを取材した。 

 

今回共に手を結んだのは、日本賃貸住宅管理協会のほか、財団法人京都市国際交流協

会、独立行政法人日本学生支援機構、財団法人大学コンソーシアム京都の各団体。 

 

他団体と積極的に関係を構築 

京都は大学・専門学校が多いため、学生の獲得が大きな課題の一つだ。 

そのような中、協会の京都支部では、留学生の受け入れ支援に向けて動き出した。 

昨年、外国人留学生が民間の賃貸住宅に入居する際、スムーズに入居できるよう協力でき

る「京都地域留学生住宅保証制度」を構築した。 

 

部屋探しの際に外国人留学生がもっとも困るのが、連帯保証人の問題。 

来日したばかりの留学生が、日本人の連帯保証人を見つけるのは非常に困難だ。 

そこで大学コンソーシアム京都が連帯保証人になり、賃貸借契約を締結できるように配慮

した。 

 

制度の対象となるのは、機構に加盟している大学、短期大学、高等専門学校に在籍または

入学を許可された学生。京都府内のマンション・アパートが制度の対象になる。加盟大学・

団体は、京都大学、同志社大学、立命館大学など２１大学４団体。 

※大学コンソーシアム京都のホームページに掲載。 

設立以来、参加大学は着実に増えている。 

また、２００１年３８人、２００２年度は１１３人、２００３年度１６５人、２００４年度１６２人がこ

の制度を利用した。 

 

京都支部 担当者は「京都は学生需要が高いエリア。留学生の獲得は大切な課題です。

今後も引き続き、他団体の連携を積極的に進めていきたいと考えています。」と話す。 

地域の事情に応じて他団体との連携を深めながら活動していく京都支部の新しい試みは、

協会の内外を問わず注目を集めている。 
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学生ハウジング０５．００．００ 

学生ハウジングでも、大学コンソーシアム京都の

制度を利用しております。 

つきましては、留学生の受け入れにご理解とご協

力いただきますよう、何卒よろしくお願い申しあげ

ます。 
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